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当所の市場

・スポット市場（前日市場）

需給をマッチさせるため、翌日計画の提出に先立ち、翌日の電気を30分単位で売買。

現物の電気の需給を反映した価格。相対取引等の他の取引の指標に用いられる。

・時間前市場

数時間後の電気を30分単位で売買。

翌日計画断面での需給マッチ後、ゲートクローズまでの需給計画変更に用いられる。

・先渡市場

将来（翌週～３年後）の価格と量を確定するための取引。受渡期間は週、月、年。

・非化石価値取引市場

非化石エネルギー源に由来する電気の非化石価値の取引を行う。

１―➀ 当所の概要(1)
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・「適正な電力取引についての指針」にもとづき、「不正取引の監視のみなら
ず、支配的事業者の行動」を検証。

・所内に有識者による監視委員会を設置し、市場監視の結果を、「四半期報告」
としてウェブサイト上に公開。

・市場分断時は、当該エリアの「支配的事業者」の影響が大きくなるため、注
視。

ⅰ分断情報の公開
エリア間の価格差と分断箇所がわかるデータをウェブ上に日々更新。
（分断に係る取引参加者のリスクヘッジのため間接送電権取引市場を準備中）

ⅱ分断状況も踏まえた「支配的事業者」の監視。

・電力ガス取引監視等委員会と適宜連携。
（監視に必要な事業者別の入札・約定情報の共有等）

３．公正な価格形成のために―市場監視
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５．当所の課題と方向性

（１）電力システム改革における取引所案件への取組み

実施日 5月8日 8月10日 11月9日

非化石価値の年度 2017年度 2018年度 2018年度

約定量（千kWh） 5,156 2,241 21,020

加重平均価格（円／kWh） 1.30 1.30 1.30

約定会員数／入札会員数 26/26 7/7 9/9

・非化石価値取引市場への非FIT分の取り込み（2019発電分から）

18／5に開設したFIT分市場の取引実績。
（付合せはマルチプライスオークション、年4回。）

・間接送電権市場の開設（19／4予定）

「間接送電権の在り方等に関する検討会」を開催（18／3 18／11）

・ベースロード市場の開設（19／7予定）
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（２）清算・決済機能の拡充

・決済銀行の拡大、将来を見据えた決済システムの改善を18／6に実施済。

・与信等のリスクへの備えが十分か適宜見直す。（預託金制度の見直し等）

（３）取引所システムの一層の堅牢性確保

・中期的なシステムの見直し

ソフト・ハードの計画的更新、運用に係るリスクの低減

（４）取引参加者に対する情報提供の充実

・インバランス料金・回避可能原価の算出・公開を16／4に開始。

・発電所停止情報の公開サイトを16／4に運用開始、18／2に機能改善。

・入札の意思決定に資する情報の提供を更にすすめる。
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1995年 独立系発電事業者（ＩＰＰ）の発電市場への参入が可能となる

2005年 スポット取引・先渡取引を開始

2000年 大口（2万V以上受電，契約電力2 000kW以上）の小売自由化

2004年 高圧（500kW以上）の小売自由化

2005年 高圧（50kW以上）の小売自由化

2003年 電気事業分科会報告「今後の望ましい電気事業制度の骨格について」を受け，取引所（JEPX）設立

2009年 時間前取引を開始

2008年 自由化範囲の再定義（低圧の自由化については明文化せず）

2011年 東日本大震災

2015年 広域系統運用の拡大

2013年 電力システム改革 閣議決定

2016年 全面自由化・１時間前取引を開始（４月）

2018年 間接オークションの開始（１０月）

（参考➁）沿革

2018年 非化石価値取引の開始（５月）

201９年 間接送電権取引の開始（４月予定）

201９年 ベースロード市場の開設（7月予定）


